
 

 

ＨＭＹＣクルーザーレース実施要項／帆走指示書 の抜粋 
 

                 2003 年 1 月 1 日 

      葉山マリーナヨットクラブレース委員会 

1．適用規則 

１） ＲＲＳ2001～2004 

 

3．出艇申告    

所定の用紙に記入の上、次の参加料を添えて、レース本部にスタート当日の９時迄に提出

すること。  

１） 参加料： 5,000 円 

 

4．艇長会議    

  艇長会議は、通常９時から「お助け小屋」の２階で開催される。  

 

5．スタート時刻 

１） スタート時刻は、2）のレース以外、原則的に AM10：30 とする。 

２） ピザーラカップは 6：00、サンセットレガッタは 14：00、城ケ島レガッタは 9：00 と

する。  

6．コース  

  １）江ノ島沖マーク回航  ：S.→江ノ島沖マーク（反時計回航）→F.  

  ２）小網代浮標沖回航  ：S.→網代沖浮標（反時計回航）→F.  

  ３）城ケ島南西沖浮標回航  ：S.→城ケ島南西沖浮標（反時計回航）→F.  

  ４）烏帽子岩回航   ：S.→烏帽子岩（時計回航）→F.  

  ５）上下ソーセージ   ：S.→W.M.→L.M.→W.M.→L.M.→F （反時計回航） 

  ６）スーパーロングトライアングル（ピザーラカップ） 

：S.→平塚沖浮標→城ケ島南西沖浮標→F.（反時計回航） 

        

    注１  名島水道および亀城燈台の陸側は通過してはならない。   

    注２   S.     ＝St a r t   

  W.M.  ＝Wi n d w a r d  Ma r k   

  L.M.  ＝Le e w a r d  Ma r k 

  F.   ＝Fi n i s h 

       注３ 城ケ島沖南西沖浮標：35 度-05-36N 139 度-32-38E 黄色やぐら形、7.9m H  

 

7．スターティング・ライン  

１） スターティング・ラインは、ＨＭＹＣ旗を掲げた本部艇のマストとリミットマーク

の見通し線とする。 

２） 本部艇のスターンに繋縛されたマークブイは本部艇の一部とする。 

３） スタート信号の 10 分以降にスタートする艇は、ＤＮＳ〔スタートしなかった〕と記録

する。 

 

8．レーススタート（RRS26 の一部変更）  

１） 予告信号（スタート５分前） ：【レース旗】を掲揚し、音響信号 1 声を発する。 

２） 準備信号（スタート４分前） ：【P 旗】を掲揚し、音響信号 1 声を発する。 

３） １分前信号       ：【P 旗】を降下し、音響信号 1 声を発する。 

４） スタート信号      ：【レース旗】を降下し、音響信号 1 声を発する。 

５） スタート延期信号      ：【AP 旗】を掲揚し、音響信号 2 声を発する。 

     新たな予告信号は【AP 旗】降下の 1 分後に行わ 

                              れる。 

   【AP 旗】降下の際は音響信号１声を発する。  
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9．リコール  

 １） インデイビジュアル・リコール   

（1） 本部艇に【X 旗】を掲揚し、音響信号 1 声を発する。 

（2） リコール艇は各艇の責任においてスターテイング・ラインに戻り、正しいス

タートをしなければならない。 

（3） 上記（2）に違反した場合艇はＯＣＳとする。 
 

2） ゼネラル・リコール 

（1） 本部艇に【第 1 代表旗】を掲揚し、音響信号 2 声を発する。 

（2） 新たな予告信号は【第 1 代表旗】の降下の 1 分後に行われる。 

（3） リコール後のスタートには 30．1 I 旗規則を適用する。このＩ旗が準備信号

となる。スタート信号の 1 分前に音響信号（長音）１声とともに降下する。  

（4） 再度ゼネラルリコールした場合、その後のスタートもＩ旗規則を適用する。   

        

10．フイニツシング・ライン  

１） フイニッシング・ラインはＨＭＹＣ旗を掲げた本部艇のマストとリミットマークの

見通し線とし、本部艇を右に見てフィニッシュとする。  

２） 本部艇のスターンに繋縛されたマークブイは本部艇の一部とする。 
 

11．タイムリミット  

１） 15：00 とする。ただし、サンセットレガッタ、ピザーラカップは別途規定する。 

２） １艇でもタイムリミット内にフイニッシュした場合には、タイムリミット内に       

フィニッシュしなかった艇をＤＮＦとする。 

３） １艇も定められたタイムリミット内にフイニッシュしなかった場合には全艇を   

ＤＮＦとしポイントを与える。 
 

12．レース中のリタイア 

   レース中のリタイアした艇は速やかに本部艇に連絡する。艇長会議で携帯電話の番号が

知らされる。 
  

13．抗議  

１） 抗議はＲＲＳ２００１～２００４によって行うこと。 

２） 抗議艇はフィニッシュ時に抗議の意志を本部艇に伝えなければならない。 

３） 抗議の締め切り時間は帰港後３０分以内とする。 

４） 抗議はＲＲＳ、１３６ページの書式を使用する。 
 

14．失格に代わる罰則  

１） RRS 第２章に関する規則違反は RRS 規則 44.2（720 度回転ペナルティー）を適用す

る。 

２） RRS 第２章以外の規則違反は失格もしくは最高３％のタイムペナルティーとする。 

３） マークと接触した場合は 360 度回転のペナルティーを適用する。 
   

ＯＣＳ･････スタートが早すぎたか、あるいはスタートの手順に従わなかった。 

ＤＮＳ･････レース艇として記録されたものの、スタートしなかった。 

ＤＮＦ･････フイニッシュしなかった。 

ＲＥＴ･････フイニッシュ後、リタイヤした。 
 

レース旗       Ｐ旗           ＡＰ旗             Ｘ旗       第一代表旗     Ｉ旗   

 

 


